
　８月19日からの大雨により、20日の未明に安佐南区
及び安佐北区内において、多数の土砂災害が発生し、甚
大な被害となりました。
　広島市社協及び安佐南区社協・安佐北区社協は、被害
を受けた皆様が一日も早く日常を取り戻せるよう、市
災害ボランティア本部、区災害ボランティアセンター
を開設しました。
　当初、天候が不安定だったこと、地盤が緩んでいたこ
と、人命救助活動や避難指示などにより、ボランティア
活動のエリアが制限されてており、できるところから

徐々に活動範囲を広げていきました。
　「被災された方が早く自宅で生活できるように」、「何
か力になりたい」という想いから、延べ４万人を超える
方がかけつけてくださり、宅地内に入り込んだ土砂の
撤去などの活動をしていただきました！
　ボランティア活動をしてくださった方、ボランティ
ア活動ができるよう、土嚢袋やマスクなどの物品を提
供してくださった方など様々な形で、本当に多くのみ
なさまから温かいご支援をいただきました。

広島市復興連携本部 ホームページ  http://hiroshimavc.jp/
Facebook  https://www.facebook.com/hiroshima.vc

昨年８月20日に土砂災害により被災されたみなさまに、心よりお見舞い申し上げます。
また、延べ４万人を超えるボランティアのみなさまをはじめ、たくさんの温かいご支援ありがとうございました！
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毎日たくさんの方がかけつけてくださいました。

自宅に入った土砂の撤去作業。

ボランティアに注意事項をお伝えしています。

活動場所までは距離があるため、バスでボランティ
アの送迎をしました。

ボランティア活動に必要なスコップや土嚢袋など
の資機材を全国の団体・企業・個人から貸与・ご寄付
いただきました。

活動終了後、スタッフ間で毎日行なうミーティン
グ。その日の気づきや、良かった点などの情報を共
有し、センター運営に活かしました。
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　10月１日より、災害ボランティアセンターから復興連携センターへと転換し、被災された方から
のニーズへの対応のほか、地元のサロンを支援する活動も行なっています。
　地域の方が気軽に集える場づくりの一つとして、安佐北区では、ボランティアや地域の住民とと
もに「すまいるカフェ」を開設しています。「すまいるカフェ」は、軽食を楽しんだり、ハンドマッ
サージを行なったりと、どなたでも楽しめる、ほっとできる場所です。今後も、地域やボランティア
のみなさんとともに、楽しく、温かい支援を続けていきたいと思います。
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